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ヒアリング等により、農業分野における想定事業者数を設定した。
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省エネルギー設備の更新、再生可能エネルギー設備の導入により、経営改善を図る想定事業者数を設定した。
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【ゼロカーボン】省エネルギー設備の更新、再生可能エネルギー設備の導入支援

区分（単位：千円） R2年度 R3年度 R4年度

No 成果指標

0 0

単
位

R1年度

1 事業実施事業者数

ＤＸ、ゼロカーボン、
共生社会づくり、
学びの県づくり
に資する取組

0

405,380

―

R4年度
目標値

２　令和４年度事業内容

補正予算の
ポイント

・
主な取組
（予定）

省エネルギー設備の更新及び再生エネルギー設備の導入を支援
　（事業主体）　　農業経営体（主たる業種が農業・漁業または農事組合法人）、農業協同組合、漁業協同組合、土地改良区　等
　（対象経費）　　省エネ設備（既存設備の更新に限る）
　　　　　　　　　　　　　空調設備、換気設備、LED照明設備、冷蔵・冷凍設備、ｴﾈﾙｷﾞｰ管理設備、恒温設備、熱電供給設備、
　　　　　　　　　　　　　電気制御設備、窓
　　　　　　　　　　　再エネ設備（新規・増設）
　　　　　　　　　　　　　太陽光発電システム（全量売電は除く）
　（補助率） 　　　太陽光発電システム以外（下限50万円、上限500万円）
　　　　　　　　　　　　　２/３（補助金額  50万円以上 100万円以下）
　　　　　　　　　　　　　１/２（補助金額 100万円超   500万円以下）
　　　　　　　　　　　太陽光発電システム（下限50万円、上限200万円）
　　　　　　　　　　　　　定額（４万円/kW、ただし50kW未満）
　（予算額） 　　　６月補正：304,580千円、11月補正100,800千円、計405,380千円）

これまでの
取組

・施設園芸セーフティネット構築事業（国）により、燃油価格上昇分の一部を補填
・地域振興局農業農村支援センターに燃料・資材・飼料高騰に対する相談窓口を設置

令和３年度
の点検結果

・
現状分析

課　　　　題 今後の方向性

新型コロナウイルスの感染拡大により県内の農家等は需要減少等の
影響を受けていたことに加え、今般の国際情勢の変化に伴う燃油や
原材料調達価格の高騰により、農家等の収益構造は悪化している。

新型コロナウイルス感染症の影響に加え、国際情勢の変化による原
油や原材料の価格高騰に直面する農家等の収益構造の改善のた
め、省エネルギー設備の更新及び再生エネルギー設備の導入を支
援する。

目指す姿
既存設備の省エネルギー効果の高い設備への更新や、再生エネルギー設備の導入を支援することで、農家等の収益構造を改善するととも
に、脱炭素社会の実現につなげる。

総合的に展開
する重点政策

2-4 収益性と創造性の高い農林業の推進

事　業　名 エネルギーコスト削減促進事業
部局 農政部 課・室 農業政策課

実施期間 R4

事業番号

１　現状と課題

09 01 06 事業改善シート （令和４年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

総　合　５　か　年　計　画（　し　あ　わ　せ　信　州　創　造　プ　ラ　ン　2.0　）

８つの
重点目標

～ E-mail nosei@pref.nagano.lg.jp



09 01 06

R4年度
予算

405,380

千円 千円 千円

補助金

補正

細事業
No.

細事業名
R2年度

最終予算
R3年度

最終予算

1
エネルギーコスト削減促進事
業

事業番号 事業改善シート （令和４年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

事　業　名 エネルギーコスト削減促進事業 部局 農政部 課・室 農業政策課

No. 細事業を構成する主な取組 実施 方法 令和４年度　実施内容（予定）

1 エネルギーコスト削減促進事業
0 0

当初 0

農家等の収益構造の改善のため、省エネルギー設備の更新及び再生エネルギー設
備の導入を支援


